
平
成
二
十
四
年
度
岡
山
大
学
大
学
院
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文
化
科
学
研
究
科
博
士
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期
課
程
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集
】
入
学
試
験
問
題

E
次
の
文
章
を
読
ん
で
'
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
｡

)

問

一

傍
線
部 

(ア
)
(イ
)
(ウ
) 

(

エ 

(オ
)
(カ
)
(キ
)
(ク
)
の
読
み
を
答
え
な
さ
い
｡

間
二

傍
線
部 

(A
)
(B
)
(C
)
(D
)
(E
)
(F
)
(G
)
(H
)
(Ⅰ
)
に
つ
い
て
へ
そ
れ
ぞ

れ
の
語
句
の
意
味
を
説
明
し
な
さ
い
｡

間
三

波
線
部 

(あ
)
の
指
示
内
容
を
答
え
な
さ
い
｡

問
四

傍
線
部
①

｢グ
ラ
イ
ダ
ー
的
だ
｣
と
は
'
ど
う
い
う
意
味
か
'
本
文
の
内
容
を
ふ
ま
え
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
｡

間
五

傍
線
部
②
に
つ
い
て
へ
筆
者
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
の
は
な
ぜ
か
'
本
文
の
内
容
を
ふ
ま

え
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
｡

間
六

二
重
傍
線
部 

(1
)
｢き
っ
と
｣､ 
(2
)
｢さ
っ
と
｣へ 
(3
)
｢そ
っ
と
｣
の
語
を
用
い
て
､


｢授
業
の
一
場
面
｣
に
関
す
る
文
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
作
り
な
さ
い
｡


【な
お
へ
解
答
に
あ
た
っ
て
は
､
解
答
用
紙
に
問
の
番
号
と
問
題
記
号
を
明
記
し
､
ど
の
問
題


に
対
す
る
解
答
か
'
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
し
て
書
き
な
さ
い
｡
】


以
上

注

日
次
の
文
章
と
は
'
斎
藤
孝
著

『
｢意
識
の
量
｣
を
増
や
せ
!
』
(光
文
社
へ
二
〇
二

年
) 

]九
頁
〜
五
三
頁
で
あ
る
｡


